






その影響下での国語科教育 (作文 ･綴 り方教育)がどのようなものであったのかを明らかにしようとする｡
これまで,戦後の国語科教育 (作文 ･綴り方教育)は, 1950 (昭和25)年を境に復興 ･興隆したとさ
れるのが一般的であったOしかし,具体的な復興 ･興隆の以前に,その土壌あるいは萌芽ともいえるものが
何らかの形であったのではないか｡そのような仮説のもとに,コア ･カリキュラムおよび生活教育の模索期
における国語科教育 (作文 ･綴り方教育)が持つ内容 ･方法 ･特質等を考察した｡
























































































































































































































































































































































午 (一九五一)改訂版 小学校学習指導要領 国語





























































































































































































































































これらの ｢能力表｣ は,後の ｢26年度指導要領｣
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(7)(8) 同 上 pp.299
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